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▲小川小学校の総合的な学習
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●農地流動化情報

●平成26年度

　東北・北海道農業活性化フォーラム

●農業委員会のうごき

●地区だより（中部地区）

　北米原産の「アピオス」

●トピックス

　農作業の3つの注意

●新任委員の紹介
●農業者だけの公的年金制度

　老後の安心「農業者年金」

●今号の表紙から

●がんばる農業者　あの人この人

　小川保夫さん（添野町）

●平成26年産米

　放射性物質全量全袋検査の実施

記事のご紹介記事のご紹介
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全袋検査場のイメージ

　
　
　い
わ
き
市
農
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
︽
検
査
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
︾
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いわき市農業委員会だより 第165号（2）2014年（平成26年）10月1日

バーコード
ラベル郵送

放射性物質全量全袋検査のフロー図

平
成
26
年
産
米

放
射
性
物
質
全
量
全
袋
検
査
の
実
施

検 査 場 所 予約申込先 電　話 FAX

J
A
い
わ
き
市

飯野倉庫

高久倉庫

カントリーエレベーター

第一営農経済センター

第二営農経済センター

第三営農経済センター

第四営農経済センター

第五営農経済センター

三坂倉庫

第五営農経済センター倉庫

85−2669

62−7647

※予約申込書は、市農業振興課、各支所、JA各支店で配布。

営農課

34−8146

32−3028

83−1123

56−2688

73−3100

29−2463

27−2835

85−2333

62−4670

34−3529

32−3012

83−1122

56−0808

73−0078

29−2462

27−2828

JAいわき中部（渡辺倉庫）

㈱相馬屋

㈲米問屋

福島糧穀㈱

　昨
年
に
引
き
続
き
、
全
て
の
県
内
産
米
を
対
象
に
、

全
量
全
袋
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　基
準
値
を
超
え
る
米
の
流
通
を
防
ぎ
、
消
費
者
に

安
全
な
米
を
届
け
る
こ
と
は
産
地
の
責
任
で
あ
り
、

福
島
県
産
米
へ
の
信
頼
回
復
に
必
要
不
可
欠
で
す
。

　生
産
者
の
皆
様
は
、
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う

え
、
必
ず
全
て
の
米
袋
を
検
査
し
て
か
ら
販
売
、
譲

渡
、
消
費
す
る
こ
と
と
し
、
産
地
の
信
頼
回
復
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

︽
検
査
開
始
日
︾
平
成
26
年
９
月
12
日
︵
金
︶

︽
検
査
の
対
象
︾
生
産
し
た
全
て
の
米
︵
飯
米
、

　
　縁
故
米
、食
用
の﹁
ふ
る
い
下
米
﹂な
ど
も
含
む
︶

　
　※
平
成
25
年
産
米
︵
未
検
査
︶
の
検
査
は
各
検

　
　
　査
場
に
要
相
談

︽
検
査
の
準
備
︾
各
生
産
者
に
郵
送
さ
れ
た
バ
ー

　
　コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
を
全
て
の
米
袋
に
貼
付
。

　
　※
貼
付
箇
所
等
詳
細
は
各
検
査
場
に
要
相
談

︽
検
査
の
受
付
︾
Ｊ
Ａ
等
を
通
じ
て
出
荷
す
る
場

　
　合
は
不
要
。
個
人
で
販
売
・
譲
渡
・
消
費
す
る

　
　場
合
、
予
約
申
込
先
へ
予
約
申
込
書
を
持
参
又

　
　は
Ｆ
Ａ
Ｘ
。

︽
検
査
の
実
施
︾
指
定
さ
れ
た
検
査
日
に
、
検
査

　
　の
準
備
を
終
え
た
米
袋
を
搬
入
。

︽
検
査
料
金
︾
無
料

︽
注
意
点
︾
①
各
生
産
者
に
郵
送
さ
れ
た
バ
ー
コ

　
　ー
ド
ラ
ベ
ル
を
使
用
し
、
他
人
の
も
の
は
使
用

　
　し
な
い
。
余
っ
て
も
譲
ら
な
い
。
不
足
し
た
場

　
　合
、
市
農
業
振
興
課
に
連
絡
。

　
　②
Ｈ
24
・
Ｈ
25
年
度
の
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
は

　
　使
用
不
可
。

　
　③
出
荷
状
態
︵
30
㎏
米
袋
︶
で
検
査
実
施
。

︽
そ
の
他
︾
全
量
全
袋
検
査
済
み
の
県
産
米
を
使

　
　用
し
た
﹁
精
米
袋
﹂
や
﹁
小
分
け
し
た
玄
米
袋
﹂

　
　に
貼
付
す
る
ラ
ベ
ル
を
希
望
す
る
方
は
、
﹁
ふ

　
　く
し
ま
の
恵
み
安
全
対
策
協
議
会
事
務
局
︵
福

　
　島
県
環
境
保
全
農
業
課
内
︶
﹂

　
　０
２
４
‐
５
２
１
‐
８
４
４
６
に
お
問
い
合
わ
せ

　
　く
だ
さ
い
。

【市協議会】

バーコード
ラベル貼付

【生産者】 集荷・検査場搬入

【JA・集荷業者等】

出荷（流通）

【JA・集荷業者等】

自家消費等

【生産者】
予約申込・検査場搬入

【生産者】

検査結果の公表

【県協議会】

・スクリーニング検査
・検査済みラベル貼付

【検査場】
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　今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
い
わ
き
市
添
野
町
に
お
住
い
の
小
川
保
夫
さ
ん
で
す
。

　33
年
間
勤
務
し
て
い
た
会
社
を
定
年
退
職
し
、
両
親
が
営
ん
で
い
た
農
業
を
引

き
継
ぎ
専
業
農
家
と
し
て
歩
み
始
め
ま
し
た
。
妻
の
恵
子
さ
ん
に
は
、
定
年
を
迎

え
た
の
だ
か
ら
少
し
は
楽
を
し
た
ら
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
い
や
こ
れ
か
ら

初
心
に
帰
っ
て
頑
張
ろ
う
と
の
こ
と
で
、
今
年
は
水
稲
を
8.4
ヘ
ク
タ
ー
ル
作
付
し
、

妻
や
両
親
の
励
ま
し
と
協
力
の
も
と
、
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
業
経
営
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　米
価
の
低
迷
の
中
、
い
か
に
利
益
を
出
す
か
が
問
わ
れ
て
い
る
状
況
で
、
省
力

化
や
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
、
い
ま
だ
手
付
か
ず
の
部
分
が
あ
り
、
従
来
通
り
の
や

り
方
の
改
善
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
一
方
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴
い
水
稲

受
託
面
積
が
増
す
事
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
若
い
農
業
者
が
魅
力
を

感
じ
る
意
欲
が
出
る
よ
う
な
農
業
経
営
の
モ
デ
ル
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
小
川
さ
ん
に
は
、
行
政
、
地
域
、
そ
し
て
Ｊ
Ａ
等
と
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

地
域
に
根
ざ
し
た
農
業
経
営
を
確
立
し
、
後
に
続
く
若
者
や
定
年
帰
農
者
の
モ
デ

ル
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
執
筆
・
撮
影

　荒
川
光
弘

　委
員
︶

がんばる農業者

あの人この人あの人この人あの人この人

▲小川　保夫さん（63歳）　

今
号
の
表
紙
か
ら

今
号
の
表
紙
か
ら

　今
号
の
表
紙
は
、
い
わ
き
市
立
小
川
小
学
校
の
６
年
生
35
名
が
育
て
て
い
る
バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り

の
一
幕
で
す
。

　バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
進
め
る
﹁
み
ん
な
の
よ
い
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
の
一

環
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
食
や
農
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
日
本
の
稲
作
や
農
業
に
触
れ
、
も
っ

と
身
近
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
、
そ
ん
な
想
い
か
ら
平
成
元
年
よ
り
全
国
各
地
の
小
学
校
な
ど
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ケ
ツ
稲
と
は
、
﹁
バ
ケ
ツ
で
育
て
る
稲
﹂
の
こ
と
で
、
バ
ケ
ツ
と
土
を

用
意
す
れ
ば
庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
場
所
を
選
ば
ず
、
身
近
に
田
ん
ぼ
が
な
い
子
ど
も
た
ち
で
も
バ

ケ
ツ
の
中
に
田
ん
ぼ
を
作
り
、
一
粒
の
種
も
み
か
ら
苗
を
育
て
、
花
を
咲
か
せ
、
収
穫
し
、
米
に

し
て
食
べ
る
ま
で
を
体
験
し
、
米
作
り
の
苦
労
と
収
穫
の
喜
び
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
た
ち
が
バ
ケ
ツ
に
培
土
と
水
を
入
れ
て
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
言
い
な
が
ら
素
手
で
練
る
様
子

は
、
小
学
６
年
生
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
無
邪
気
さ
で
、
最
近
の
子
供
た
ち
が
米
作
り
に
触
れ
る

機
会
の
希
少
さ
と
大
切
さ
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　全
国
の
小
学
校
で
は
、
平
成
10
年
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
総
合
的
な
学

習
の
時
間
に
お
い
て
、
﹁
生
き
る
力
﹂
を
育
む
た
め
、
人
が
生
き
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な
営
み

で
あ
る
食
に
関
す
る
教
育
﹁
食
育
﹂
が
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
23
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
る
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
、

望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
な
ど
を
目
的
に

食
育
に
関
す
る
授
業
が
数
多
く
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
を
通
じ
、
子
ど
も
た

ち
が
食
べ
物
や
農
業
・
農
村
に
興
味
を
持

ち
、
将
来
農
業
に
携
わ
る
子
ど
も
た
ち
が

出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
、
食
育
と
い
う

種
を
播
き
な
が
ら
、
未
来
に
繋
が
る
農
業

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
執
筆
・
撮
影

　草
野
城
太
郎

　委
員
︶

小
川
小
学
校
で
バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り

小
川
小
学
校
で
バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り

お がわ やす お
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　農業者年金は、農業者がより安定した老後を過ごすことができるよう

国民年金に上乗せする公的年金です。次の３つの要件を満たす農業者な

らどなたでも加入できます。

○20歳以上60歳未満の方

○国民年金第１号被保険者

　（保険料免除者を除く）

○年間60日以上農業に従事

加入要件

●農業者年金の特徴とメリット

　①終身年金で80歳までの保証付き

　　原則、65歳から生涯にわたってもらえる公的年金です。仮に80歳前に亡くなられた場合でも、80歳までに

　受け取れる見込みであった年金相当額が、ご遺族に給付されます。

　②保険料額の自由設定・途中変更が可能

　　保険料は、月額２万円～６万７千円の範囲で、千円単位で自由に設定できます。途中で月額を変更するこ

　とも可能です（認定農業者などには保険料の国庫補助もあります）。

　③加入も脱退も自由

　　加入も脱退も自由です。脱退した場合、保険料は返還されませんが、加入期間に応じて将来給付される年

　金額に反映されます（加入期間が一カ月でも対象となる）。

　④税制面での優遇措置

　　支払った保険料は全額が社会保険料控除の対象となりますので、所得税・住民税の節税につながります。

いわき市農業委員会だより 第165号（4）2014年（平成26年）10月1日

農業者だけの公的年金制度農業者だけの公的年金制度農業者だけの公的年金制度

老後の安心「農業者年金」老後の安心「農業者年金」

加入者は
全国で10万8千人

（平成26年3月現在）

農業者年金の給付額の例

（前提条件）

　　　昭和56年3月9日生　33歳（平成26年10月１日現在）

　　　平成26年10月加入　保険料月額2万円（60歳になるまで納入）
　　　　※運用利回り2.07％として計算（H14～H24年度までの平均運用利回り）

（試算結果）

　　　65歳支給開始（老齢年金の場合）　　年金額（年額）：433,500円
　　　
※算定に当たっては、予定利率を1.05％としています。

※実際の年金受給額は年金裁定時まで確定せず、それまでの運用結果等により変動しますので、上記年金額を保証するも

　のではありません。また、端数処理等によって実際の年金額は若干異なることもありますので、試算結果は、一つの目

　安としてください。



　産業廃棄物収集運搬業などのほか、し尿

汚泥や学校給食、スーパーや食堂、ホテル

等から出される食品残渣を発酵処理し、有

機肥料の製造・販売を行っています。

㈱岩手環境事業センター
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平
成
　
年
度
東
北
・
北
海
道

　
　農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

26

　東
北
・
北
海
道
の
農
業
委
員
系
統
組
織
が
一
堂
に
会
す
る
﹁
平
成
26
年
度
東
北
・
北
海
道
農
業
活

性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂
が
﹁
新
た
な
農
政
改
革
と
農
業
委
員
活
動
の
強
化
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
去
る
８

月
28
日
に
岩
手
県
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
、
農
業
委
員
会
か
ら
は
委
員
22
名
と
事
務
局
職
員
２
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　当
日
は
約
千
五
百
名
が
参
加
し
、
高
崎
経
済
大
学
理
事
長
髙
木
賢
氏
が
講
師
と
し
て
招
か
れ
、

﹁
農
業
委
員
会
制
度
・
組
織
の
改
革
と
農
業
委
員
会
の
役
割
に
つ
い
て
﹂
ご
講
演
い
た
だ
き
、
引
き

続
き
行
わ
れ
ま
し
た
事
例
発
表
を
通
じ
、
農
業
委
員
会
の
自
発
的
な
取
り
組
み
の
重
要
性
と
そ
の
効

果
を
再
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
に
併
せ
て
、
循
環
型
農
業
や
農
地
集
積
に
よ
る
担
い
手
の
経
営
規
模
拡
大
に
関

す
る
優
良
事
例
を
視
察
し
、
実
り
の
大
き
な
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　平
成
26
年
８
月
７
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
福
島
県
農
業
会
議
第
86
回
臨
時
総
会
に
お
い
て
、

当
市
農
業
委
員
会
の
鈴
木
理
会
長
が
、
福
島
県
農
業
会
議
副
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
こ
と

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

農 地 の 所 在 地

小名浜上神白字山﨑（5筆） 田 30.17

地目 面積（a） 農 地 の 所 在 地

小川町柴原字葉ノ木田（7筆） 田 66.61

小名浜島字前屋（1筆） 田 9.92 平下平窪字下川原（2筆） 畑 9.28

平下片寄字沼ノ作（4筆） 畑 16.49 泉町滝尻字中ノ坪（3筆） 畑 16.93

平下片寄字江ノ上（3筆） 畑 6.12 小川町柴原字桐ケ岡（1筆） 畑 10.92

田人町旅人字横根（1筆） 畑 78.57 小川町柴原字永久保（1筆） 畑 8.50

地目 面積（a）

農地流動化情報農地流動化情報農地流動化情報 Vol.25

■売りたい ■貸したい

　農業委員会では、耕作を目的とする農地情報
の収集・提供を行っています。
　売買・貸借等の意向がある方は、是非ご相談
ください。

※今回掲載した農地以外にも売買・貸借等の意
　向がある方は、是非ご相談ください。

　【お問い合わせ】

　農業委員会事務局

　　� 0246（22）7578

　ご覧になって、手続き等の詳細を知りたいという
方は農業委員会事務局までお問い合わせください。

︽
主
な
視
察
先
︾
㈱
岩
手
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー

　︵
岩
手
県
北
上
市
︶

　
　
　
　
　
　
　農
事
組
合
法
人

下
黒
土
ア
グ
リ
︵
秋
田
県
大
仙
市
︶

農
業
委
員
会
の
動
き

農
業
委
員
会
の
動
き



編
集
後
記

編
集
後
記

荒 川 光 弘 草野 城太郎

飯 高 敬 一 渡 邉 和 夫 佐 川 良 平

農作業による死亡事故
が増えています！

農作業による死亡事故
が増えています！

〜農作業〜
3つの注意
〜農作業〜
3つの注意
〜農作業〜
3つの注意
1.余裕をもって
　作業しましょう

3.巻き込み事故に
　注意しましょう

2.高齢作業者に　
　よる事故に
　注意しましょう

（執筆　飯高敬一　委員）

農業委員（選任委員）が変わりました

駒木根　文男　委員
●平成26年8月18日就任
●選任委員（いわき中部農協推薦）
●農政振興部会　   ●小名浜大原

　本
号
が
読
者
の
皆
様
の
お
手
元

に
届
く
頃
に
は
、
丁
度
稲
刈
り
の

最
中
か
と
思
い
ま
す
。
収
穫
期
を

迎
え
て
気
に
な
る
の
は
米
の
価
格

で
す
。

　一
般
的
に
、
商
品
価
格
に
は
生

産
コ
ス
ト
が
転
嫁
さ
れ
ま
す
が
、

米
の
価
格
に
は
生
産
コ
ス
ト
の
増

加
分
が
反
映
さ
れ
に
く
い
の
が
実

情
で
す
。

　在
庫
過
剰
や
消
費
低
迷
が
原
因

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
生
産

者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
生
産
資

材
類
が
年
々
値
上
が
り
し
て
い
る

現
状
で
、
販
売
価
格
が
低
迷
す
る

ば
か
り
と
い
う
現
実
の
前
に
は
、

離
農
者
の
増
加
を
食
い
止
め
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。

　昨
今
、
農
業
分
野
の
規
制
改
革

に
お
い
て
は
、
様
々
な
改
革
が
進

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

ま
ず
は
こ
の
よ
う
な
現
場
の
声
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
農
業
を
取
り

巻
く
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　︵
執
筆

　佐
川
良
平

　委
員
︶

編 集 委 員

いわき市農業委員会だより 第165号（6）2014年（平成26年）10月1日

急がず、無理せずに作業が出

来るように余裕ある計画を立

てましょう。

点検・清掃作業では、腕や足

が巻き込まれないように必ず

エンジンを停止しましょう。

特に乗用型トラクターによる

圃場の進入・退出、畦畔越え

に注意しましょう。

ア
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﹂
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カ
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﹂
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カ
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﹁
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﹂

ア
メ
リ
カ
原
住
民
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戦
い
の
前
に
食
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﹁
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﹂

ア
メ
リ
カ
原
住
民
が
戦
い
の
前
に
食
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た
イ
モ
﹁
ア
ピ
オ
ス
﹂

ア
メ
リ
カ
原
住
民
が
戦
い
の
前
に
食
べ
た
イ
モ
﹁
ア
ピ
オ
ス
﹂

トピックストピックス 《中部
地区》

佐川良
平委員

〔 常 磐
〕

　約
25
年
前
頃

か
ら
全
国
的
に

静
か
な
ブ
ー
ム

を
迎
え
て
い
る

健
康
食
材
が
あ

り
ま
す
。
ア
ピ
オ
ス
と
呼
ば
れ
る

芋
の
一
種
で
す
。

　北
米
原
産
の
マ
メ
科
・
ホ
ド
イ

モ
属
の
つ
る
性
植
物
で
、
日
本
で

は
﹁
ア
メ
リ
カ
ホ
ド
イ
モ
﹂
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　原
産
地
の
北
米
で
は
、
昔
ア
メ

リ
カ
原
住
民
が
戦
い
の
前
に
食
べ

て
い
た
と
云
わ
れ
、
強
精
・
薬
用

食
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　日
本
に
は
、
明
治
中
期
頃
に
ア

メ
リ
カ
か
ら
観
賞
用
と
し
て
渡
来

し
、
鉢
づ
く
り
や
庭
の
垣
根
用
に

植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
き

く
流
行
す
る
こ
と
も
な
く
廃
れ
、

長
い
間
忘
れ
去
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
健
康
食
品
な
ど
が
も
て
は

や
さ
れ
る
時
代
を
迎
え
、
脚
光
を

浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
抜

群
の
栄
養
価
に
あ
り
ま
す
。

　ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
比
較
し
て
、
カ

ル
シ
ウ
ム
が
30
倍
、
鉄
分
４
倍
、

繊
維
質
５
倍
、
タ
ン
パ
ク
質
６
倍

と
さ
れ
る
栄
養
価
の
ほ
か
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
軽
減
に
も
効
能

が
あ
る
と
さ
れ
、
全
国
的
に
も
注

目
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　今
回
、
写
真
で
ご
紹
介
す
る
の

は
、
常
磐
西
郷
町
の
稲
沼
正
太
郎

さ
ん
宅
の
畑
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

ア
ピ
オ
ス
で
す
。
つ
る
性
の
茎
葉

が
繁
茂
し
、
房
状
の
小
豆
色
の
花

が
咲
き
、
甘
い
芳
香
を
放
っ
て
い

ま
す
。

　収
穫
は
秋
ご
ろ
で
、
長
い
地
下

茎
が
所
々
親
指
大
の
大
き
さ
に
肥

大
し
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
状
に
連
な
っ

た
も
の
を
収
穫
し
ま
す
。
日
本
で

品
種
改
良
さ
れ
た
も
の
に
は
ジ
ャ

ガ
イ
モ
大
に
生
長
す
る
も
の
も
あ

り
、
国
内
で
は
青
森
県
の
一
部
で

産
地
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　特
徴
と
し
て
は
、
病
害
や
冷
害

に
も
強
く
、
肥
料
も
そ
れ
ほ
ど
必

要
な
く
育
つ
た
め
、
誰
で
も
容
易

に
栽
培
で
き
、
サ
ツ
マ
イ
モ
と
里

芋
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
よ
う
な
味
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　観
賞
用
と
し
て
、
ま
た
健
康
の

た
め
の
滋
養
芋
と
し
て
、
関
心
の

あ
る
方
は
栽
培
さ
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

︵
執
筆
・
撮
影

　佐
川
良
平
委
員
︶

農業委員会ホームページ http : //www.c i t y . iwak i . f u ku sh ima . j p/nogyo/ index.html


